
（敬称略）

【東北ニュービジネス大賞】
会社名・代表者名 所在地・ＴＥＬ・ＦＡＸ

〒986-1111
宮城県石巻市鹿又字嘉右衛門３０１
TEL　0225-75-2106 FAX　0225-75-2071

昭和４９年５月 Ｕ Ｒ Ｌ http://www.yaguchidenshi.jp/
1,000万円 従 業 員 数 ２５人

【東北アントレプレナー大賞】
会社名・代表者名 所在地・ＴＥＬ・ＦＡＸ

〒010-1606
秋田県秋田市新屋寿町１－２６
TEL　018-807-3315 FAX　018-807-4020

平成２４年６月 Ｕ Ｒ Ｌ http://管通.jp/
100万円 従 業 員 数 ４人

【東北アントレプレナー大賞】
会社名・代表者名 所在地・ＴＥＬ・ＦＡＸ

〒020-0024
岩手県盛岡市菜園１－３－６　農林会館７階
TEL　019-601-7892 FAX　019-601-7893

平成１７年６月 Ｕ Ｒ Ｌ http://cross-clover.co.jp
1,000万円 従 業 員 数 ４人

【東北アントレプレナー大賞】
会社名・代表者名 所在地・ＴＥＬ・ＦＡＸ

〒020-0857
岩手県盛岡市北飯岡1-10-82
TEL　019-681-6710 FAX　019-903-0418

平成２６年４月 Ｕ Ｒ Ｌ https://cellspect.com/
4億5,790万円 従 業 員 数 ３５人

セルスペクト株式会社
代表取締役　岩渕　拓也　（いわぶち　たくや）
会 社 設 立
資 本 金

事 業 内 容
受 賞 理 由

～社会課題解決に寄与する「社会イノベーション」の仕組み化～
医療分野における研究者である同氏が医工連携事業を推進すべく盛岡に同社を創業。当初の医
療機器物販事業に加え、医療技術シードとＩＴビジネスモデルを融合した「ヘルステックデータ事業」
をスタートした。大手ドラッグストアとも連携し、無料健康チェックを実施し、得られたビッグデータを
運用することで、医療費削減や健康寿命の延伸に直結するという社会全体への波及効果が極めて
高い取り組みである。その志を高く評価し、同氏には医療系ベンチャーのリーディングカンパニーを
目指してほしい。

株式会社クロス・クローバー・ジャパン
代表取締役　太野由佳子　（ふとの　ゆかこ）
会 社 設 立
資 本 金

事 業 内 容
受 賞 理 由

～地域資源を猫グッズに集積～
猫用品の仕入販売で起業するも、市場に出回る猫用品の少なさを実感し、自ら商品開発をスター
ト。岩手県産木材や南部鉄器等を使い、地元の伝統工芸職人と共同開発した上質な製品は、猫
の習性に合わせた機能性や猫にとっての使い心地の良さはもちろんのこと、従来のペット用品とは一
線を画す「猫と共生する人のためのインテリア」としてＥＣサイト等で着実に売り上げを伸ばしている。
海外への販路拡大の戦略も打ち出し、グローバルに挑戦する姿勢、そして地域産業発展への取り
組みに、同氏の強い起業家精神を感じ、高く評価された。

株式会社　管通
代表取締役　中村　勤　（なかむら　つとむ）
会 社 設 立
資 本 金

事 業 内 容
受 賞 理 由

～「一」を「百」にするチャレンジ精神～
「降雪地域の道路に埋設されている融雪管のメンテナンスは、道路の掘削・本管交換という莫大が
コストが発生していた。大型プラントのメンテナンス会社で新工法開発等に携わっていた同氏は、設
備管理者の抱える悩みをもとに自身が考案した「ポリピグ洗浄」を新工法として確立させ起業。工期
で１／１００、工事費で１／１０以上の削減効果を実証し、東北のみならず全国の消雪設備あるいは
温泉設備などへ展開している。自身の持つ技術に裏打ちされた旺盛なチャレンジ精神、そして地域
社会へ及ぼす効果が極めて高いものと評価された。

第２４回東北ニュービジネス大賞表彰制度　受賞企業一覧

ヤグチ電子工業株式会社
代表取締役社長　渡邊　俊一（わたなべ　しゅんいち）
会 社 設 立
資 本 金

事 業 内 容
受 賞 理 由

～東日本大震災を契機に従前のＯＥＭからニッチでシャープな独自商品開発にチャレンジ～
　震災後に自社開発した放射線量計「ポケットガイガー」はこれまでに国内外に7万個を販売。オー
プンソース・オープンイノベーションの開発環境を構築し、新たに小児弱視訓練器「オクルパッド」や
立体視力検査器「ポケモン・ステレオテスト」を開発・商品化し、国内外へ展開している。ＯＥＭ製造
会社からスタートし、積み上げてきた技術と信頼で、東北から世界に通用する社会的意義の高い自
社開発製品を次々と生み出す「開発型メーカー」へ成長を遂げている地域発イノベーションモデル
として高く評価された。



【特別賞】
会社名・代表者名 所在地・ＴＥＬ・ＦＡＸ

〒997-0017
山形県鶴岡市大宝寺字日本国223-5
TEL　0235-29-1607 FAX　0235-29-1608

平成２２年１２月 Ｕ Ｒ Ｌ http://www.t-silk.co.jp/
100万円 従 業 員 数 3人

【奨励賞】
会社名・代表者名 所在地・ＴＥＬ・ＦＡＸ

〒961-0907
福島県白河市横町３０
TEL　0248-22-7060 FAX　0248-27-0888

平成４年４月 Ｕ Ｒ Ｌ http://hanjiro.co.jp
300万円 従 業 員 数 16人

【奨励賞】
会社名・代表者名 所在地・ＴＥＬ・ＦＡＸ

〒981-0912
宮城県仙台市青葉区堤町3-1-15
TEL　022-273-9211 FAX　022-273-9218

昭和４６年５月 Ｕ Ｒ Ｌ http://www.nittocom.co.jp
4,000万円 従 業 員 数 115人

日東通信株式会社

代表取締役社長　髙橋　進太郎　（たかはし　しんたろう）
会 社 設 立
資 本 金

事 業 内 容
受 賞 理 由

～電気通信工事会社からアプリケーション開発へ業容拡大～
通信工事業を主体とする同社。日々進化する通信業界に共存するだけのローカル工事に留まるわ
けにいかぬと社内ベンチャーで開発したのがホテルのルームサービスアプリ「Ｓｍａｒｔ　Ｒｏｏｍ」。タブ
レットひとつでルームサービス・調光・空調・ＴＶリモコン等が多言語対応で操作できるこのシステム
は、「インバウンド」「人手不足」に対応したタイムリーなアイテムで、既存企業の社内ベンチャーによ
る自社開発という点も評価された。競争激しいジャンルではあるが、同社が持つ実績とプラット
フォームで、同システムが進化・発展することを期待したい。

有限会社　幸栄

代表取締役　渡邊　守栄　（わたなべ　もりえい）
会 社 設 立
資 本 金

事 業 内 容
受 賞 理 由

～地元の伝統工芸・行事の要～
江戸時代から２００年以上に続く伝統工芸品で、日本３大だるまのひとつ「白河だるま」。老舗企業
として１４代に渡って伝統を守りながら、「ダルマは日本が誇れるキャラクターコンテンツだ」という発
想のもと、無料通話アプリ「ＬＩＮＥ（ライン）」とコラボレーションするなど、既成概念にとらわれずに果
敢に挑戦している。伝統工芸品を存続していくためには世代を越えて愛される商品を創り出してい
かねばならないという強い信念を具現化していることを高く評価し、今後のさらなるマーケット拡大を
期待したい。

鶴岡シルク株式会社

代表取締役社長　大和　匡輔　（やまと　きょうすけ）
会 社 設 立
資 本 金

事 業 内 容
受 賞 理 由

～「鶴岡」の最先端と伝統を調和する～
蚕が繭を作るときに最初に吐き出す糸「きびそ」。副産物的存在だった「きびそ」を、明治時代に絹
織物産業が隆盛を極めた鶴岡で、伝統技術の継承・地域資源再生を願い、「ｋｉｂｉｓｏプロジェクト」を
スタートさせた。鶴岡は、繭～製糸～機織～染色～縫製の一貫生産が可能な稀少な地で、純ＪＡ
ＰＡＮブランドの絹製品にこだわり上質な製品を作り出している。日本のシルクの復活は新たなマー
ケットの可能性も感じさせ、地域資源の活性化のみならず、全国の織物産地と連携して日本全体の
シルク産業再興に取り組む姿勢も高く評価された。


